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【戦　評】 記載者:

25 21

ビスエースと福岡県のつなぎのミスで２４－２２とセットカウントを取った。

しかし、福岡県１番西山選手のサービスエースで逆転、振り切られた。

女子第1試合は、地元和歌山県と福岡県との対戦、第1セットの立ち上がりは、

西山選手のスパイクで得点の取り合いになった。中盤も、和歌山県１番橋本

選手の連続スパイクポイントや６番谷口選手の連続サービスポイントを重ね、

福岡県も７番古賀選手のスパイクポイントで一進一退の攻防が続いた。

中盤、和歌山県のつなぎのミスが続き１６－２０とリードされたが、和歌山

県１番橋本選手のスパイクで福岡県の流れを切り、２番谷口選手の連続サー
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スミスが響き、福岡県に振り切られた。

第２セットの立ち上がりは、和歌山県１番橋本選手のスパイクと福岡県１番

東　　正之

平松　 瞳記録員： 喜多　智英 Ａ・Ｓ：

両チーム硬さが目立ち、サービスエースとサービスミスの連続であった。

中盤、福岡県のつなぎのミスと和歌山県の６番谷口選手のサービスエースの

連続と１番橋本選手のスパイクで、一時は６点リードした。しかし、和歌山

県につなぎのミスが重なり１７－１６と逆転された。おいすがる、和歌山県

は１番橋本選手のスパイクで何度もサイドアウトをとったが、終盤のサービ
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